
◆ Part02：大学での生活と学習 【13】 

●力を入れたこと（p.14） ……「授業｣「自主的な学習」は増加、「サークルや部活動」は減少 

●大学教育観（p.15）…… 「単位を楽に取れる授業｣「学習方法は授業で指導」が増加 

●大学の授業の様子（p.17）……微増している項目が多いが、授業の様子は大きくは変わらず 

●大学の授業の形態（p.18）……コロナ禍で停滞はみられるが、AL型の授業は広がっている 

●授業に対する取り組み（p.19）……グループワークで「異なる意見に配慮｣｢意見を言う」が増加 

●学習に対する態度（p.20）……科学的な学習態度に対する肯定率(自己評価)が高まっている 

●生活時間（p.21）……授業は大幅減の一方で、予復習･課題は微増、自主学習は変化なし 

●登校日数（p.22）……平均登校日数は回復基調にあるが、19年の水準には戻っていない 

●授業の形態／効果実感（p.23）……現在の授業形態は対面が多い5割、オンラインが多い3割 

●オンライン授業のメリット（p.24）……学習効果よりも、自由･マイペースにできることの評価が高い 

●オンライン授業のデメリット（p.25）……｢一方的な授業が多い｣「対話や議論がしにくい｣が多い 

●身についた資質･能力（p.26）……協働的な学びで身につく資質･能力の自己評価が高まる 



◆力を入れたこと 【14】 

●「授業｣「自主的な学習」は増加、「サークルや部活動」は減少 

大学の授業 

アルバイト 

大学の授業以外の自主的な学習 

サークルや部活動 

読書（マンガ、雑誌を除く） 

就職活動 

卒業論文や卒業研究 

学校行事やイベント 

社会活動 
（ボランティア、ＮＰＯ活動などを含む） 

とても力を入れた まあ力を入れた 

…………71.8  

……………………57.3  

…………………………………42.0  

……………………………47.0  

……………………………46.2  

……………………………………………26.4  

……………………………………………26.0  

………………………………………33.7  

……………………………………………………17.6  

……76.9  

…………… 65.3  

………………………… 49.0  

……………………………… 42.5  

………………………………… 40.5  

…………………………………… 34.8  

……………………………………… 32.8  

………………………………………… 29.9  

……………………………………………… 24.1  

合計 

5.1pt. 

4.5pt. 

8.0pt. 

7.0pt. 

5.7pt. 

8.4pt. 

6.8pt. 

3.8pt. 

6.5pt. 

（％） 

◆あなたは次の項目について、これまでの大学生活の中で、どのくらい力を入れてきましたか。 

※2008年は調査していない。 



◆大学教育観① 【15】 

●「単位を楽に取れる授業｣「学習方法は授業で指導」が増加 

①単位取得 

③授業形式 

⑤単位の系統 

②授業難度 

④身につけたい知識 

⑥学習方法 

【A】 あまり興味がなくても、
単位を楽にとれる授業がよ
い 

【B】 単位をとるのが難しく
ても、自分の興味のある授業
がよい 

【A】 応用・発展的内容は少
ないが、基礎・基本が中心の
授業がよい 

【B】 基礎・基本は少ないが、
応用・発展的内容が中心の
授業がよい 

【A】 教員が知識・技術を教
える講義形式の授業が多い
ほうがよい 

【B】 学生が自分で調べて
発表する演習形式の授業が
多いほうがよい 

【A】 大学では幅広い分野
の知識や技能を身につけた
ほうがよい 

【B】 大学では特定の専門
分野の知識や技能を身につ
けたほうがよい 

【A】あまり自由に選択履修
できなくても、系統立って学
べるほうがよい 

【B】あまり系統立って学べな
くても、自由に選択履修でき
るほうがよい 

【A】 大学での学習の方法
は、大学の授業で指導をうけ
るのがよい 

【B】 大学での学習の方法
は、学生が自分で工夫する
のがよい 

（％） 

◆大学教育について、あなたは次にあげるＡ、Ｂのどちらの考え方に近いですか。 



◆大学教育観② 【16】 

●「学生生活は大学が指導｣「知識･技能の獲得は大学の責任」が増加 

⑦将来決定 

⑨就職活動 

⑪責任 

⑧学生生活 

⑩重要な学び 

【A】 学生は将来やりたいこ
とを決めて、授業をうけるほう
がよい 

【B】 学生は授業を通じて、
将来やりたいことをみつける
ほうがよい 

【A】 学生生活については、
大学の教員が指導・支援す
るほうがよい 

【B】 学生生活については、
学生の自主性に任せるほう
がよい  

【A】就職については、大学の
指導・支援にもとづいて活動
する方がよい 

【B】 就職については、学生
の自主性にもとづいて活動
する方がよい 

【A】大学では、答えのない
問題について、自分なりの解
を探求する学びが重要だ 

【B】大学では、既にある学
問の知識について、体系的
に修得する学びが重要だ 

【A】学生が知識や技能を身
につけられるかどうかは、大
学の教育の責任だ 

【B】学生が知識や技能を身
につけられるかどうかは、学
生自身の責任だ 

※2008年は調査していない 

※2008年は調査していない 

※2008年は調査していない 

（％） 

◆大学教育について、あなたは次にあげるＡ、Ｂのどちらの考え方に近いですか。 



◆大学の授業の様子 【17】 

●微増している項目が多いが、授業の様子は大きくは変わらず 

合計 とても感じる まあ感じる 

 

学問固有の物の見方や考え方に触れている 

 

大学の個性や特色をいかした教育を受けている 

 

自分の適性や将来への関心がわかる 

 

教育に対して熱意のある教員がいる 

 

学習について、相談にのったり支援してくれる人がいる 

 

 

 

学習の態度や姿勢が不適切な場合、教員から指導される 

 

実社会との接点がある 

 

相当の努力をして課題（単位修得や論文作成）を 
やりとげる厳しさがある 

教員の指導に基づきながらも、 
自主性を尊重されて学習を進めている 

 

授業の課題を仕上げるために 
他の学生と協働するようにしている 

……73.7 

 ………69.6  

……72.3  

………68.8  

…………66.5  

…………65.0 

………………59.6 

…………………56.6 

…………………54.5 

………………………52.0  

…75.6 

 ……72.2  

………70.8  

………70.7  

…………70.1  

…………67.2  

……………62.1  

……………61.7  

……………………53.8  

………………………50.2  

5.1pt. 

（％） 

◆大学教育（授業、ゼミ、研究室、先生からの指導など）を通して、次のようなことをどのくらい感じますか。 

※2008年、2012年は調査していない。 



◆大学の授業の形態 【18】 

ディスカッションの機会を取り入れた授業 

グループワークなどの協同作業をする授業 

プレゼンテーションの機会を取り入れた授業 

提出物に教員からのコメントが付されて返却される授業 

少人数のゼミ・演習形式の授業 

教員と双方向のやりとりがある授業 

実験や調査の機会を取り入れた授業 

大学での学習方法を学ぶ授業 

高校で学習する教科の補習授業 

語学以外の授業で、外国語で行われる授業 

教室外で体験的な活動や実習を行う授業 

上級生や下級生とやりとりがある授業 

18.2pt. 

4.1pt. 

※「よくあった」＋「ある程度あった」（％） 

11.5pt. 

13.3pt. 

19.0ｐt. 

11.1pt. 

14.5pt. 

8.0pt. 

10.0pt. 

5.3pt. 

6.5pt. 

●コロナ禍で停滞はみられるが、AL型の授業は広がっている 

◆あなたはこれまで大学で、次のような授業を経験しましたか。 

※4時点で比較できる項目のみを抜粋、2012年と２０16年の数値の表記は省略した。 



◆授業に対する取り組み 【19】 

●グループワークで「異なる意見に配慮｣｢意見を言う」20pt.以上増加 

授業で出された宿題や課題はきちんとやる 

履修した科目は途中で投げ出さない 

グループワークやディスカッションでは、異なる意見や立場に配慮する 

できるかぎり良い成績をとろうとする 

授業でわからなかったことは、自分で調べる 

グループワークやディスカッションで自分の意見を言う 

自分の意思で継続的に学習する 

授業で興味をもったことについて自主的に学習する 

授業とは関係なく、興味をもったことについて自主的に学習する 

計画を立てて学習する 

授業の復習をする 

授業でわからなかったことは先生に質問する 

授業の予習をする 

28.0pt. 

9.8pt. 

5.0pt. 

22.2pt. 

13.2pt. 

5.0pt. 

17.3pt. 

２0.8pt. 

11.5pt. 

8.3pt. 

※「とてもあてはまる」＋「まああてはまる」（％） 

◆あなたは大学での授業に、ふだんからどのように取り組んでいますか。 

※4時点で比較できる項目のみを抜粋、2012年と２０16年の数値の表記は省略した。 



◆学習に対する態度 【20】 

●科学的な学習態度に対する肯定率（自己評価）が高まっている 

◆ふだんの大学での学習について、次のことがどの程度あてはまりますか。 

90.5  

82.3  

66.6  

54.4  

55.5  

46.8  

39.0  

42.5  

34.4  

88.7  

86.0  

68.7  

59.5  

57.8  

55.4  

53.7  

50.8  

38.0  

… 

… 
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………………………… 

………………………………… 

 

…… 
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……………………… 
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…………………………… 

………………………………… 

……………………………… 

…………………………………… 

授業では、たとえ難しくても、好奇心をくすぐるようなことを学習したい 

授業の課題を少しでも良いものに仕上げようと努力している 

 

 

授業では、ものごとの背後にある理由や理屈を理解するようにしている 

 

授業の課題を仕上げるために他の学生と協働するようにしている 

学習をするときは、授業の内容を何度も繰り返して覚えるようにしている 

 

授業の内容を理解することが難しいときは、学習する方法を変えている 

 

授業で示された内容が難しくても、自分には理解できるという自信がある 

授業で新しい概念を理解しようとするときにはよく、 
それを実際の状況や日常の出来事に置き換えて考えている 

学習をするときは、教科書やノートを見返して 
重要な概念の概略（図や表）を描くようにしている 

理論、解釈や結論が提示されたとき、 
エビデンス（証拠・論拠）があるかどうか確認している 

１つの授業で学んだことを、 
できるだけ他の授業に関連付けようと心がけている 

授業で学ばなければならないことがらの意味を 
自分で理解しようとしている 

とてもあてはまる 

7.3pt. 

…76.2  

…………66.2  

……………63.0  

……………60.4  

……………61.2  

………………56.8  

………………58.3  

………………………58.9  

…………………55.4  

……………………51.0  

………………………47.9  

…………………………45.1  

……72.7 

 ……71.5  

……70.3  

………70.2  

………67.7  

…………67.0  

…………64.6  

…………64.4  

……………62.1  

……………60.4  

………………58.2  

………………………48.4  

5.3pt. 

6.5pt. 

9.8pt. 

6.3pt. 

10.2pt. 

6.7pt. 

5.5pt. 

10.3pt. 

9.4pt. 

※2008年、2012年は調査していない。 

まああてはまる 合計 （％） 



◆生活時間 【21】 

●授業は大幅減の一方で、予復習･課題は微増、自主学習は変化なし 

（
時
間
／
週
当
た
り
平
均
） 

大学の授業などへの出席（オンラインを含む） 

インターネットやSNS 

アルバイト 

テレビやＤＶＤ 

友だちと会う、遊ぶ 

授業の予復習や課題 サークルや部活動 

大学の授業以外の自主的な学習 

社会活動（ボランティア、ＮＰＯ活動などを含む） 

2時間47分 
3時間29分【0時間42分増加】 

2時間23分 2時間14分【0時間09分減少】 

13時間06分 

8時間34分【4時間32分減少】 

4時間40分 

3時間27分【1時間13分減少】 
2時間44分 

1時間59分【0時間45分減少】 

6時間32分 6時間54分【0時間2２分増加】 

0時間30分 0時間40分【0時間10分増加】 

5時間57分 

4時間07分【1時間50分減少】 

8時間35分 

7時間35分【1時間00分減少】 

※2008年は調査していない。 
※2016年の時間の表記は省略した。 

◆次の項目は1週間（月曜日～日曜日）で何時間くらいになりますか。 



◆登校日数 【22】 

●平均登校日数は回復基調にあるが、19年の水準には戻っていない 

2018年度 
入学生 

2019年度 
入学生 

2020年度 
入学生 

2021年度 
入学生 

※2021年調査のみの質問。対象者に各学年のときの登校日数（週当たり）を回答してもらった。 

（日） （日） （2021年度入学生） （2020年度入学生） （2019年度入学生） （2018年度入学生） 

◆あなたは、1週間のうちで何日くらい大学のキャンパスに通っていますか。 
    1年生から現在までの状況について、だいたいの通学日数をお答えください。 

●平均登校日数（学年別） ●1年生のときの平均登校日数 



◆授業の形態／効果実感 【23】 

●現在の授業形態は、「対面が多い」5割、「オンラインが多い」3割 

●授業の形態 
すべて 

対面授業 

ほとんど（9割以上）が 
対面授業 

7割くらいが 
対面授業 

対面授業とオンライン授業が 
半分ずつくらい 

7割くらいが 
オンライン授業 

ほとんど（9割以上）が 
オンライン授業 

すべて 
オンライン授業 

●効果実感 

現在（今年の後期）は授業を取っていない 

かなり効果的 まあ効果的 どちらかといえば効果的 

どちらかといえば効果的ではない 
あまり効果的ではない 

まったく効果的 
ではない 

わからない 

（％） 

◆（現在）対面授業とオンライン授業は、どれくらいの割合で行われていますか。 
◆（理想）対面授業とオンライン授業は、どれくらいの割合で行われるのが良いと思いますか。 

◆次のような授業の形態は、学習成果を高めるのにどれくらい効果的だと思いますか。 

※2021年調査のみの質問。 

※2021年調査のみの質問。 

（％） 



◆オンライン授業のメリット 【24】 

●学習効果よりも、自由･マイペースにできることの評価が高い 

合計 とてもあてはまる まああてはまる （％） 

◆オンライン授業のメリットについて、あなたはどのように思いますか。 

※2021年調査のみの質問。 



◆オンライン授業のデメリット 【25】 

● ｢一方的な授業が多い｣「対話や議論がしにくい」が７割台で多い 

合計 とてもあてはまる まああてはまる （％） 

◆オンライン授業のデメリットについて、あなたはどのように思いますか。 

※2021年調査のみの質問。 



◆身についた資質･能力 【26】 

●協働的な学びで身につく資質･能力の自己評価が高まっている 

合計 

幅広い教養・知識を身につける 

異なる意見や立場をふまえて、考えをまとめる 

ものごとを批判的・多面的に考える 

人と協力しながらものごとを進める 

専門分野の知識・技術を身につける 

自分の感情を上手にコントロールする 

社会や文化の多様性を理解し、尊重する 

自分の知識や考えを文章で論理的に書く 

現状を分析し、問題点や課題を発見する 

筋道を立てて論理的に問題を解決する 

自分で目標を設定し、計画的に行動する 

既存の枠にとらわれず、新しい発想やアイデアを出す 

自ら先頭に立って行動し、グループをまとめる 

国際的な視野を身につける 

社会活動（ボランティア、ＮＰＯ活動などを含む）に積極的に参加する 

かなり身についた ある程度身についた 
４ …………69.2  

……………64.5 

…………68.0  

…………67.1  

………71.4  

……………65.2  

………………62.1  

……………64.6  

……………64.3  

……………62.8  

………………59.4  

………………………48.3 

………………………………37.0 

…………………………45.6 

……………………………………………21.0  

………70.6 

 …………69.9  

…………69.2  

…………69.2  

…………69.1  

…………68.5  

…………67.4  

…………67.4  

……………67.4  

…………65.6  

……………63.5  

………………60.9 

………………………48.2 

………………………47.9 

…………………………………34.7  

5.4pt. 

12.6pt. 

11.2pt. 

5.3pt. 

13.7pt. 

（％） 

◆次のようなことについて、大学生活全体を通じてどの程度身についたと思いますか。 

※2012年、2016年の結果は、図から省略した。 


